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NZ出身、ALTのカラム・フレイザー先生にインタビュー
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カラム先生は以前、屋内ローラーホッケーをしていたそうです。
ローラーホッケーはオリンピック種目にはありませんが、赤磐の応援している
NZ代表ホッケー女子の試合は楽しみにされているそうです。
その他、オリンピックでは楽しみにしている種目はありますか？

NZホッケー連盟

2020年11月3日（火）、NZホッケー連盟スタッフ、ブラックスティックス女子ヘッド
コーチと赤磐市でオンライン会談をしました。
本年度はコロナ禍で、頻繁にオンライン会議が日常的に行われるようになりました。英
語が話せる職員も加わった状況で、NZ側とよりスムーズに、気軽にコミュニケーションが
取れるようになりました。
今回の会談では、お互いの国の現状、NZ代表女子のチームの様子、オリンピックに向け
てのコロナ対策等、情報共有しました。
今年2月に来日したグラハム・ショー ヘッドコーチは「赤磐のみなさん元気ですか？2
月にそちらに行ったときのことを未だに妻とよく話をします。赤磐、岡山はすばらしい所
です。チーム練習はまだできず、各自で練習をがんばっている状態です。ようやくNZは今
月、ホッケーの大きな大会が始まる予定です。代表候補選手たちもプレーするので楽しみ
にしています。オリンピック前には赤磐に行く予定は変わらず、また皆さんに会えるのを
楽しみにしています。」と話してくれました。

NZスタッフは終始笑顔で元気な様子。安心しました。今後もメールでのやりとりを続け、
再度年明けにオンライン会議も行う予定にしています。
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カラム フレイザー先生

柔道、体操、陸上の短距離走、ラグビー、ウェイトリフティングは観たいです。

スポーツ観戦中に使える簡単な英語のフレーズを教えてください！

攻めろ！Go! (ゴー) シュート！Shoot! (シュートゥ) 守って！Defense! (ディフェンス)

えー！なんで？！What!? (ワァッ) おしい！Almost! (オールモンストゥ）
今の反則でしょ！Ref!(レフ！) レフリー=審判の略 ★ジェスチャーをつけて是非使ってみてください。


